
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「横浜産の食材を使った銘産品、お土産を作りたい」、「市内産農畜産物を活用して横浜市の地産地消

に貢献したい」など、地産地消に関するビジネスの事業化を支援する「地産地消ビジネス創出支援事

業」を実施します。 

本事業は「育成プログラム」（１年目）と「補助プログラム」（２年目）の２つのプログラムから構成

されており、今回は「育成講座」（育成プログラム）受講者の募集についてお知らせします。 
 

「育成講座」受講者の募集 
ビジネスプランのブラッシュアップを支援する育成講座（全５回、令和６年12月～令和７年２月）

の受講者を募集します。 

※育成講座終了後、令和７年２月 20 日（木）に実施する選定懇談会終了後に、補助プログラム（２年目）の対象事業

の選定を行い、結果を通知いたします。 

（１）募集対象  地産地消に携わるビジネスへの参入、新規創業を考えている事業者、 

新規創業者、中小企業および NPO 法人 

（２）募集期間  令和 6年 10 月 7日（月）～令和６年 10 月 31日(木)必着 

（受講決定通知の発送は令和６年 11月 18日（月）頃を予定 

しています。） 

（３）募集人数  10名程度（応募多数の場合は選考を行います） 

（４）応募方法  二次元コードよりお申込みをお願い致します。 

（５）受講料   無料 
 

【参考１】地産地消ビジネス創出支援事業のプログラムについて（※） 

・育成プログラム（１年目）では、事業者の皆様が考えるプランを６次産業や創業支援の専門家が、持

続可能な事業展開が行えるようプラン作りのお手伝いをします。 

・補助プログラム（２年目）では、育成プログラムにおける選定懇談会で高い評価が得られたプランに

対し、事業開始にかかる初期費用の一部を補助するほか、専門家による起業相談等の支援も行いま

す。 

※各回の講座内容、講師のプロフィール、支援対象となるビジネスプランの要件、ビジネスプランを提出できる事

業者の要件等の詳細は、横浜市のホームページをご覧ください。 
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地産地消関連ビジネスの事業化を支援！ 

「地産地消ビジネス創出支援事業」育成講座の受講者を募集します！ 

裏面あり 

▶市 HP 

１年目 

育成講座受講無料 

※受講後に補助対象者決定 

２年目 

補助対象プログラム 

※補助最大１００万円 

▶申込フォーム 

 



 

 
 

【参考２】補助対象に選定された新規ビジネスの例 

平成26年度から実施しているこの取組により、これまでたくさんの新規ビジネスが誕生しました。 

その中から、令和３年度と令和４年度の事例をご紹介します。 

 

事業名 受講者 事業内容 

農×Beer（のびーる）の 

事業展開 

株式会社 

坂口屋 

農×Beerの缶ラベルにQRコードを付

け、原料であるお米の生産地や農家

さんたちの想いを動画にしてお客様

に届ける。 

 

「食×農ビジネス」で 

「課題解決力」を身につける 

地域人材育成事業 

「寺子屋根っこ塾」の磨き上げ 

株式会社 

寺子屋根っこ塾 

地産地消を推進する次世代育成事業

「根っこ塾」の磨き上げと関係人口

創出プログラム実施。 

 

大切な人へ贈りたくなる 

地産地消 

ALTAIR 

株式会社 

「大切な人に贈りたくなるスイー

ツ」をコンセプトに、横浜市内産の

野菜をペースト状に加工し野菜の香

りと色を活かしたスイーツを製造・

販売。 

 

地産食材を使った 

「冷凍できるサラダ」の販売 及び

「地産地消料理教室」 

講師の育成 

根本 早苗 

冷凍ストック可能な『横浜野菜×無

添加調味料』のサラダを野菜不足の

方向けに販売する。同時に、野菜冷

凍知識を伝える講師を育成し、地産

地消を推進。 

 

楽しく・お得にSDGs 

地域循環型マルシェ 

「横浜夕方マルシェ」 

株式会社 

Woo-By.Style 

地産地消活性化・フードロス 

削減・多様な働き方支援と共生社会

の実現を網羅する地域循環型マルシ

ェの運営。 

 

地産地消 

生ドレッシング販売＆ 

スタートアップ支援事業 

株式会社 

よこはま 

グリーンピース 

 

地産地消×福祉で生まれる生ドレッ

シングの開発・販売と地産地消のス

タートアップ支援講座の開設・運

営。 

 

朝 食 や 防 災 に 備 蓄 で き る     

横浜野菜たっぷりのグラノーラ作成      

商品名「こめノーラ」 

河原真友子 

横浜の野菜（余剰品、企画外品）を

利用し、伝統食材である焼き米と合

わせて、すぐ食べられて、防災備蓄

としても活用できる商品の開発。 

 

【のびーる（玄米）】 

【根っこ塾】 

【ベジトルテ】 

【冷凍サラダ】 

【夕方マルシェ】 

【こめノーラ】 

【小松菜ドレッシング】 

横浜農場とは・・ 

横浜市では、意欲的な生産者や多様な農畜産物、農景観など、身近に魅力ある農が存在する横浜を農場

に見立て「横浜農場」として PR しています。 

お問合せ先 

みどり環境局農業振興課長 田並 静   Tel 045-671-2606 
 


